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【手続補正書】
【提出日】令和2年2月13日(2020.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　走査エリア内の複数の目標とされる測距点に向かって複数の光レイダーパルスを発信す
るステップと、
　複数の検出器画素を備える光検出器アレイに対して、および前記光レイダーパルスが発
信されている間、前記光検出器アレイ内の前記検出器画素の場所と前記走査エリア内の前
記目標とされる測距点の場所との関係性に基づいて、範囲の処理作業において使用するた
めの光を感知するために前記検出器画素のどれが所与の時間に作動されるのかを適応可能
に制御するステップと、
を含む方法。
【請求項２】
　複数の光センサを備えるアレイおよび前記アレイと通信する回路を備える光レイダー受
信機装置であって、
　各光センサが、複数の測距点から反射された複数の光レイダーパルスを示す光を感知し
、前記感知された光を示す信号を生成するように構成され、
　前記回路は、（１）所与の時間に読み出すために前記光センサの複数のサブセットを選
択的に規定することで前記感知された光を表す信号を生成するように構成され、前記生成
された信号が、前記測距点に関する範囲情報を計算するのに使用される、
光レイダー受信機装置。
【請求項３】
　前記回路が、
　信号処理回路と、
　前記アレイおよび前記信号処理回路と通信するマルチプレクサと、
を備え、
　前記マルチプレクサとは、各選択的に接続された光センサによって生成された前記信号
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を前記信号処理回路に渡すように、制御信号に応じて前記光センサの各規定されたサブセ
ットを前記信号処理回路と選択的に接続するように構成され、
　前記信号処理回路は、提供された信号を増幅し、前記測距点に関して前記範囲情報を計
算するために処理するために複数のデジタルサンプルに変換するように構成される、
請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記回路はさらに、前記マルチプレクサと通信する制御回路を備え、
　前記制御回路は、前記制御信号が、前記測距点に向かって光レイダーパルスを発信する
走査光レイダー発信機の視野内の前記測距点の場所に基づいて前記アレイ内の光センサの
サブセットを選択するように、前記制御信号を生成するように構成される、
請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記制御信号が、前記走査光レイダー発信機のためのショットリストにならう特定の順
序で前記アレイ内の光センサのサブセットを選択するように、前記制御回路は、前記制御
信号を生成するようにさらに構成される、
請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記ショットリストが、前記走査光レイダー発信機の視野内で測距点のサブセットを選
択的に目標に設定する、
請求項４または５に記載の装置。
【請求項７】
　前記回路がさらに、
　前記光センサからの出力を調整するために前記光センサに複数のフィードバック信号を
提供するフィードバック回路を備える、
請求項４から６のいずれかに記載の装置。
【請求項８】
　前記フィードバック回路が、前記光センサと、制御されたフィードバックループ内で前
記光センサからの前記出力を増幅する前記マルチプレクサと、の間に複数の増幅器を備え
る、
請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記光センサからの前記出力に関する信号雑音比を増大させるフィードバックゲインを
生成するために、前記増幅器を制御するように構成されたゲイン制御装置をさらに備える
、
請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
　前記フィードバック回路が、照合ネットワークフィードバックループとして構成される
、
請求項８または９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記信号処理回路が、前記マルチプレクサによって渡される前記信号のために単一のチ
ャネルを含む、
請求項３から１０のいずれかに記載の装置。
【請求項１２】
　前記信号処理回路が、前記マルチプレクサによって渡される前記信号のために複数のチ
ャネルを含み、前記信号処理回路が、前記複数のチャネル内に存在する信号に基づいて前
記マルチプレクサによって渡される前記信号の雑音成分を低下させるように構成される、
請求項３から１１のいずれかに記載の装置。
【請求項１３】
　前記信号処理回路が、前記マルチプレクサによって渡される前記信号の空間的指向性の
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雑音成分を低下させるためのフィルタを含む前記複数のチャネルのためのコヒーレント結
合回路を備える、
請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　前記サブセットが、複数の前記光センサを備え、回路は、複数の光センサから複数のマ
ルチプレクサ入力ラインの各々への信号を結合し、これにより前記信号処理回路への読み
出しのために複合画素を規定するように位置決めされる、
請求項３から１３のいずれかに記載の装置。
【請求項１５】
　前記アレイの前記光センサが、複数の画素に相当し、選択された光センサの前記サブセ
ットが、前記サブセット内にいくつの画素が含まれるかに関して経時的に変化する、
請求項２から１４のいずれかに記載の装置。
【請求項１６】
　前記アレイの前記光センサが、複数の画素に相当し、複数の前記画素が、六角形を呈す
る、
請求項２から１５のいずれかに記載の装置。
【請求項１７】
　複数の画素は、異なるサイズを呈する、
請求項２から１６のいずれかに記載の装置。
【請求項１８】
　前記アレイの前記光センサは、複数の画素に相当し、前記回路は、動作不良として検出
された画素が、前記規定されたサブセットに含まれないように、動作不良の画素の検出に
基づいて前記規定されたサブセット内にどの画素が含まれるかを適応させるように構成さ
れる、
請求項２から１７のいずれかに記載の装置。
【請求項１９】
　前記回路が、動作不良である画素を検出するようにさらに構成される、
請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記動作不良の画素は、暗い画素を含む、
請求項１８または１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記動作不良の画素は、白色画素を含む、
請求項１８から２０のいずれかに記載の装置。
【請求項２２】
　前記アレイの前記光センサが、複数の画素に相当し、前記回路が、過剰飽和状況の検出
に基づいて前記規定されたサブセット内にどの画素が含まれるかを適応させることで、前
記過剰飽和状況を抑制する方法で、前記生成された信号に関するダイナミックレンジを調
整するように構成される、
請求項２から２１のいずれかに記載の装置。
【請求項２３】
　前記回路が、画素の前記サブセットによって感知される前記光に関して過剰飽和状況が
存在するかどうかを検出するようにさらに構成される、
請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　前記過剰飽和状況が、前記サブセット内の過剰飽和した画素に相当する、
請求項２２または２３に記載の装置。
【請求項２５】
　前記サブセットが、複数の画素を含み、前記過剰飽和状況が、前記生成された信号にお
ける画素の集合に相当する、
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請求項２２から２４のいずれかに記載の装置。
【請求項２６】
　前記アレイの前記光センサが、複数の画素に相当し、前記サブセットが、複数の画素を
含み、過剰に飽和した画素が、それが干渉する光からの雑音によって過剰に飽和される間
、前記規定されたサブセット内に含まれないように、前記回路が、干渉する光によって過
剰に飽和した画素の検出に基づいて前記規定されたサブセット内にどの画素が含まれるか
を適応させるように構成される、
請求項２から２５のいずれかに記載の装置。
【請求項２７】
　前記回路が、前記サブセット内のいずれかの画素が干渉する光からの雑音によって過剰
に飽和されているかどうかを検出するようにさらに構成される、
請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記干渉する光が、異なる光レイダー発信機からの光レイダーパルスに相当する、
請求項２６または２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記アレイの前記光センサが、複数の画素に相当し、前記回路が、散乱した光レイダー
パルス反射の検出に基づいて前記規定されたサブセット内にどの画素が含まれるかを適応
させるように構成される、
請求項２６から２８のいずれかに記載の装置。
【請求項３０】
　前記光レイダー受信機装置が、光レイダーシステムの一部であり、前記光レイダーシス
テムがさらに、走査光レイダー発信機をさらに備え、
　前記走査光レイダー発信機が、前記光レイダー受信機装置からのフィードバックに基づ
いて測距点のショットリストを調整するように構成される、
請求項２から２９のいずれかに記載の装置。
【請求項３１】
　調整後の前記ショットリストが、前記アレイ内の過剰に飽和した画素に相当する測距点
を回避する、
請求項３０に記載の装置。
【請求項３２】
　調整後の前記ショットリストが、過剰に干渉する光を含む視野内の領域に相当する測距
点を回避する、
請求項３０または３１に記載の装置。
【請求項３３】
　前記光レイダー受信機装置が、光レイダーシステムの一部であり、前記光レイダーシス
テムは、さらに走査光レイダー発信機を備え、
　前記走査光レイダー発信機が、前記光レイダー受信機装置からのフィードバックに基づ
いて前記光レイダーパルスにどのくらいの出力が含まれるかを調整するように構成される
、
請求項２から３２のいずれかに記載の装置。
【請求項３４】
　前記アレイと光学通信し、前記アレイ上に光を集めるように位置決めされた集光器をさ
らに備える、
請求項２から３３のいずれかに記載の装置。
【請求項３５】
　前記集光器が、ファイバテーパ集光器を備える、
請求項３４に記載の装置。
【請求項３６】
　前記ファイバテーパ集光器が、コヒーレントなファイバテーパ集光器を備える、



(5) JP 2019-505814 A5 2020.3.26

請求項３５に記載の装置。
【請求項３７】
　結像系を含むレンズをさらに備え、前記レンズが、前記集光器と光学通信し、前記集光
器の入射ひとみにおいて光を結像するように構成される、
請求項３４から３６のいずれかに記載の装置。
【請求項３８】
　結合系を含むレンズをさらに備え、前記レンズが、前記アレイと光学通信しており、前
記アレイ上に光を結像するように構成される、
請求項２から３７のいずれかに記載の装置。
【請求項３９】
　前記装置が、前記レンズと前記アレイとの間に集光器を含まない、
請求項３８に記載の装置。
【請求項４０】
　前記光レイダー受信機装置が、光レイダーシステムの一部であり、前記光レイダーシス
テムが、走査光レイダー発信機をさらに備え、
　前記回路が、（１）前記光レイダーシステムが移動中であることを示す信号を処理し、
（２）処理済みの移動を示す信号に基づいて前記生成された信号の雑音成分を低下させる
ようにさらに構成される、
請求項２から３９のいずれかに記載の装置。
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